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令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・休日の部活動について、民間事業者や総合型地域スポーツクラブが運営主体として連携し指導者を派遣するなど、専門的な指導の充実と生徒の技術力の向上及び

 教員の負担軽減に向けた実践研究を行った。また、取組を通じて生徒、保護者、教員の意見を聴取するなど検証を行った。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：民間スポーツ事業者運営型／総合型地域スポーツクラブ運営型
（２）運営主体：JR東日本スポーツ株式会社／リーフラス株式会社／特定非営利活動法

人 高津総合型スポーツクラブ SELF
（３）種目：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、卓球、陸上、ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、剣道ほか計20部活
（４）指導者の主な属性：社会人、大学生
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：約3回
（６）主な活動場所：学校施設（体育館、校庭など）
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：0円/年

※東高津中学校の合同講習会1回開催時、参加費200円
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／年 等

・本市の中学校生徒数の推計は当面横ばいの傾向から、当面は学校単位での部活動運営が可能であると見込まれる。

・一方で中学校教員の時間外在校等時間が多い要因の１つとして、「授業準備」「成績処理」「部活動」等が挙げられ、「学校部活動の更なる適正化」を検討して

 いく必要性がある。

・将来的な「休日の部活動の地域移行」に向けて、実践研究を通じて具体的な取組を通じた関係者との連携とニーズ把握、課題対応の検証が必要である。

・生徒や保護者から「（指導が）わかりやすい」「技術が向上した」など、指導者の指導が好意的に受け取られている。

・休日の部活動に外部指導者が加わることで、顧問が交代で休みを取りやすくなった。また、外部指導者のみの部活動指導を複数回実施し、教員のワークライフバラ

 ンスの取組に寄与した。

・地域部活動の持続可能な運営を目指す上で、地域特性や学校ごとの特色、各部活動ごとの顧問との連携などきめ細やかな対応ができるよう、運営主体となる民間事

 業者や総合型地域スポーツクラブが、それぞれ担当する各中学校ごとにコーディネーターを設置した。


	スライド 1

